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金

鑫

宋
晗
氏
の
著
書
『
平
安
朝
文
人
論
』
は
、
中
国
文
学
と
日
本
文
学
双
方
を

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
漢
詩
文
の
視
座
よ
り
九
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
の

平
安
朝
文
人
の
精
神
史
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
文
学
研
究
者
の
筆
者

に
と
っ
て
、
最
も
興
味
深
く
感
じ
た
の
は
、
問
題
意
識
や
研
究
方
法
の
中
国
文

学
研
究
と
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
り
わ
け

公

と

私

の
対
立

お
お
や
け

わ
た
く
し

軸
を
設
け
る
こ
と
と
、
ジ
ャ
ン
ル
の
視
点
に
よ
っ
て
分
析
を
行
う
こ
と
と
い
う

二
点
は
、
六
朝
・
唐
代
文
学
研
究
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
点
を
め
ぐ

っ
て
、
筆
者
は
、
二
〇
二
三
年
十
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
中
国
学
会
第
七

十
五
回
大
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
書
評
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
、
問
題
提
起
を
行

っ
た
。
以
下
、
提
起
し
た
問
題
を
ま
と
め
た
い
。

一
、
公
と
私
の
二
項
対
立
に
つ
い
て

―
―
多
重
性
と
相
対
性

（
一
）
公
と
私
の
多
重
性

本
書
で
は
、
お
お
よ
そ
公
宴
の
場
で
作
ら
れ
た
詩
文
を
公
的
文
学
と
す
る
。

対
し
て
私
宴
の
場
で
作
ら
れ
た
詩
文
、
あ
る
い
は
作
者
の
内
面
を
表
す
詩
文
を

私
的
文
学
と
み
な
す
。
つ
ま
り
、
公
と
私
を
判
断
す
る
際
、「
場
」
と
「
主
題
」

と
い
う
二
つ
の
要
素
が
含
ま
れ
る
が
、
両
者
を
あ
ま
り
分
別
せ
ず
、
混
ぜ
て
論

ず
る
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
、
文
学
作
品
に
お
け
る
「
場
」
と
「
主
題
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
公
私
属
性
が
い
つ
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
本
書
で
は
、
公
宴
の
場
で
隠
逸
の
主
題
を
詠
う
詩
を
「
集
団
的
な

隠
逸
文
学
」
と
呼
ぶ
（
一
五
一
頁
）
。
た
だ
し
、
隠
逸
と
い
う
行
為
自
体
は
、

（

一

）

や
は
り
私
的
な
性
格
が
強
い
。
「
集
団
的
な
隠
逸
文
学
」
と
い
う
よ
り
も
、
む

し
ろ
公
の
場
で
私
の
主
題
を
表
す
文
学
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
白
居
易

の
「
諷
喩
詩
」
を
「
公
的
価
値
が
保
証
さ
れ
る
」
も
の
と
み
な
す
（
五
頁
）
が
、

白
居
易
の
「
諷
喩
詩
」
の
多
く
は
、
自
分
の
書
斎
な
ど
の
私
的
な
場
で
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
私
の
場
で
公
の
主
題
を
表
す
も
の
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
も

の
は
、
簡
単
に
公
的
文
学
や
私
的
文
学
に
分
類
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

（
二
）
公
と
私
の
相
対
性

ま
た
、
公
と
私
は
絶
対
的
な
も
の
で
な
く
、
相
対
的
な
概
念
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
公
と
私
は
、
場
合
に
よ
っ
て
転
換
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
あ
る
場
合
で
は
公
に
判
定
で
き
る
も
の
が
、
別
の
場
合
で
は
私
に
変
わ
る
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こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
も
「
場
」
と
「
主
題
」
で
詳
し
く
見
て
み

よ
う
。

「
場
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
初
唐
の
王
勃
「
滕
王
閣
序
」
は
、
中
下
層
文

人
の
集
団
宴
会
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
六
朝
貴
族
に
よ
る
宴
会
で
作
ら
れ

た
「
金
谷
詩
序
」
や
「
蘭
亭
集
序
」
と
比
べ
れ
ば
私
的
な
性
格
が
強
い
一
方
、

親
友
の
集
ま
り
で
作
ら
れ
た
中
唐
の
韓
愈
「
送
孟
東
野
序
」
な
ど
と
比
べ
る
と
、

か
え
っ
て
公
的
な
性
格
が
強
い
。

「
主
題
」
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
、
平
安
朝
の
散
文
を
分
析
す
る
際
、
作

者
の
内
面
を
表
す
散
文
を
「
散
文
の
個
人
化
」
と
し
て
捉
え
、
そ
し
て
中
唐
の

古
文
に
結
び
つ
け
て
い
る
（
一
一
・
一
二
頁
）
。
中
唐
の
古
文
は
、
確
か
に
作

者
の
内
面
を
表
す
こ
と
の
重
視
に
よ
っ
て
、
駢
文
の
単
調
性
や
装
飾
性
か
ら
脱

出
し
、
よ
り
個
人
的
・
自
由
的
な
文
体
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
古
文
家
の
内
面

と
い
え
ば
、
主
に
儒
学
の
道
で
あ
る
。
道
は
、
政
治
的
・
社
会
的
な
意
味
合
い

が
強
く
、
や
は
り
公
的
な
も
の
に
偏
る
。

つ
ま
り
、
文
学
作
品
は
「
場
」
に
お
い
て
も
、
「
主
題
」
に
お
い
て
も
、
公

私
の
属
性
が
相
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
単
に
公
的
文
学
か
私
的
文
学
と
は
言
え

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
漢
文
学
に
お
け
る
公
と
私
の
比
重
は
、
お
そ
ら
く
作
者
が
ど
の

よ
う
な
読
者
層
に
配
慮
す
る
の
か
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
と
す
る
と
、
公
と
私
は
表
面
上
の
現
象
に
す
ぎ
ず
、
よ
り
重
要
な
の
は
、

作
者
と
読
者
の
関
係
で
あ
る
。
公
と
私
と
い
う
よ
り
も
、
平
安
朝
漢
文
学
に
お

け
る
作
者
と
読
者
の
関
係
、
お
よ
び
作
者
層
と
読
者
層
の
変
遷
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

二
、
ジ
ャ
ン
ル
の
視
点

（
一
）
詩
と
文
の
関
係

三
部
十
三
章
か
ら
な
る
本
書
の
目
録
を
見
れ
ば
、
専
ら
詩
を
論
ず
る
章
は

二
章
あ
る
の
に
対
し
て
、
文
を
論
ず
る
章
が
九
章
も
あ
り
、
文
に
対
す
る
分
析

は
本
書
の
中
心
と
言
え
る
。

中
国
文
学
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
六
朝
か
ら
中
唐
に
か
け
て
、
詩
と
文
の

関
係
が
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。
六
朝
以
来
、
詩
が
特
別
視
さ
れ
、
長
い
間
ほ

か
の
ジ
ャ
ン
ル
よ
り
も
高
い
地
位
を
占
め
て
い
た
。
さ
ら
に
、
六
朝
・
唐
代
に

使
わ
れ
る
「
文
」
「
文
章
」
な
ど
の
言
葉
は
、
広
義
で
は
文
学
全
般
を
指
す
こ

と
も
あ
る
が
、
狭
義
で
は
詩
の
み
を
指
す
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
、
白
居
易
「
劉

白
唱
和
集
解
」
に
「
文
之
神
妙
、
莫
先
于
詩
」
と
あ
る
よ
う
に
、
詩
が
最
も
尊

ば
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
中
唐
に
な
っ
て

は
じ
め
て
変
わ
っ
た
。
と
り
わ
け
古
文
家
た
ち
は
、
盛
ん
に
散
文
を
作
り
、
散

文
を
「
文
」
や
「
古
文
」
と
呼
び
、
詩
に
劣
ら
ぬ
地
位
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

（

二

）

た
だ
、
六
朝
・
唐
代
文
学
を
受
容
し
つ
つ
あ
っ
た
平
安
朝
文
人
は
、
中
国

文
学
に
お
け
る
詩
文
関
係
の
変
遷
に
対
し
て
果
た
し
て
認
識
で
き
た
の
か
。
本

書
に
お
け
る
詩
と
文
の
章
数
配
置
、
特
に
文
の
検
討
に
重
き
を
置
く
の
は
、
何

ら
か
の
考
え
に
基
づ
く
も
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
説
明
が
必
要
で

は
な
い
か
と
感
じ
る
。

（
二
）
序
と
記
の
下
位
分
類

中
国
文
学
に
お
け
る
序
と
記
は
、
い
ず
れ
も
複
雑
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、

同
じ
く
序
や
記
と
題
し
て
も
、
内
容
の
全
く
異
な
る
場
合
が
実
際
に
は
少
な
く

な
い
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
は
、
序
と
記
に
対
し
て
、
数
多
く
の
下
位
分
類
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を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
序
と
記
の
下
位
分
類
は
、
中
唐
古
文
を
界
に
し
て
複

雑
（
あ
る
い
は
混
乱
）
か
ら
簡
潔
へ
と
収
歛
し
た
傾
向
が
看
取
で
き
る
。
こ
れ

は
、
序
と
記
の
ジ
ャ
ン
ル
が
中
唐
古
文
家
に
よ
っ
て
未
定
型
か
ら
定
型
へ
と
発

展
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

本
書
で
は
、
序
と
記
の
下
位
分
類
の
問
題
が
言
及
さ
れ
た
が
、
詳
細
な
議

論
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
平
安
朝
の
序
と
記
は
、
果
た
し
て

本
書
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
白
居
易
を
介
し
て
中
唐
古
文
と
繋
が
る
も
の
（
二

九
四
頁
）
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
主
に
中
唐
古
文
以
前
の
未
定
型
の
も
の
を
受

容
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
よ
う
に
な
る
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
平
安
朝
の
序
は
宴
会
の
序
が
最
も
多
い
。
一
方
、
唐

代
の
序
は
初
唐
期
で
は
宴
会
の
序
が
多
か
っ
た
が
、
盛
唐
以
降
に
な
る
と
、
松

原
朗
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
送
別
の
序
が
「
四
傑
以
後
、
盛
唐
に
か
け
て
次
第

に
「
宴
序
」
を
圧
倒
し
去
っ
て
多
作
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
さ
れ
る
。
送
別

（

三

）

の
序
の
発
達
に
伴
い
、
韓
愈
の
「
送
孟
東
野
序
」
の
よ
う
な
、
初
唐
の
序
と
は

全
く
異
な
る
性
格
を
持
つ
贈
序
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
る
と
、
平

安
朝
の
漢
文
学
に
お
け
る
序
は
、
中
唐
古
文
以
前
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ

り
、
中
唐
の
贈
序
を
は
じ
め
と
す
る
序
と
の
関
係
は
薄
い
の
で
は
な
い
か
。

同
様
の
傾
向
は
平
安
朝
の
記
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
著
者
は
、

慶
滋
保
胤
の
「
池
亭
記
」
が
、「
居
宅
の
記
に
政
治
的
社
会
的
な
内
容
を
加
え
」

る
こ
と
で
白
居
易
・
柳
宗
元
な
ど
の
中
唐
以
降
の
記
と
異
な
る
と
指
摘
す
る

（
二
六
〇
頁
）
。
し
か
し
、
居
宅
の
記
に
お
い
て
政
治
的
な
内
容
を
取
り
上
げ

る
点
に
つ
い
て
は
、
初
・
盛
唐
の
張
説
の
「
東
山
記
」
、
李
邕
の
「
端
州
石
室

記
」
、
李
華
の
「
盧
郎
中
斎
居
記
」
な
ど
の
先
例
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

「
記
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
中
唐
の
古
文
家
が
初
め
て
提
唱
し
た
も
の

で
は
な
く
、
初
・
盛
唐
期
に
は
古
文
家
以
外
の
作
者
に
よ
っ
て
も
盛
ん
に
作
ら

れ
て
い
た
。
中
唐
の
記
は
、
前
代
の
も
の
を
改
革
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
平

（

四

）

安
朝
文
人
た
ち
が
記
を
好
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
唐
古
文
と
の
繋
が
り
だ
け

で
な
く
、
初
・
盛
唐
の
記
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

三
、
そ
の
他
の
質
問

上
記
の
二
点
に
加
え
て
、
書
評
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
に
い
く
つ
か
細
か
い

質
問
も
提
示
し
た
。
以
下
に
ま
と
め
た
い
。

（
一
）
「
孤
高
」
と
「
閒
適
」
の
二
項
対
立
に
つ
い
て

第
三
部
第
一
章
の
副
題
で
あ
る
「
孤
高
」
と
「
閒
適
」
は
、
本
文
で
は
「
悲

憤
慷
慨
」
と
「
閒
居
自
適
」
、
「
観
念
」
と
「
具
像
」
な
ど
の
表
現
も
見
受
け

ら
れ
、
「
中
国
隠
逸
文
学
の
二
本
の
柱
」
と
さ
れ
て
い
る
（
二
三
九
頁
）
。
こ

の
分
析
は
、
著
者
自
身
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
齋
藤
希
史
氏
の
論
文
「
居
の

文
学
―
―
六
朝
山
水/

隠
逸
文
学
へ
の
一
視
座
―
―
」
（
『
中
国
文
学
報
』
第
四

十
二
冊
）
の
観
点
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
（
二
三
九
頁
）
。
た
だ
し
、
齋
藤

氏
の
論
文
で
は
、「
孤
高
」
と
「
閒
適
」
と
い
う
表
現
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、

以
下
の
よ
う
な
概
念
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

「
抽
象
的
観
念
や
高
度
な
思
弁
」
と
「
よ
り
日
常
的
・
具
体
的
な
場
（
＝

居
）
」

「
孤
高
」
と
「
自
適
」

「
思
弁
」
と
「
抒
情
」

「
崇
高
」
と
「
愉
悦
」

「
精
神
」
と
「
官
能
」

「
精
神
性
」
と
「
身
体
性
」
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そ
の
中
で
、
「
孤
高
」
と
「
自
適
」
が
本
書
の
「
孤
高
」
と
「
閒
適
」
と
最

も
近
い
表
現
で
あ
る
が
、
本
書
で
使
用
さ
れ
る
「
閒
適
」
の
概
念
は
お
そ
ら
く

「
自
適
」
と
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
六
朝
文
人
の
「
自
適
」
は
、
齋
藤
氏
が

指
摘
し
た
通
り
、
「
思
弁
」
・
「
崇
高
」
・
「
精
神
」
な
ど
と
は
対
照
的
な
も
の
で

あ
る
。
一
方
、
「
閒
適
」
と
は
白
居
易
が
先
に
提
示
し
、
彼
の
「
独
善
」
思
想

に
由
来
す
る
た
め
、
む
し
ろ
「
思
弁
」
・
「
崇
高
」
・
「
精
神
」
の
産
物
の
一
つ

で
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

と
り
わ
け
唐
代
に
お
い
て
は
、
仏
教
の
禅
宗
に
「
即
心
是
仏
」
「
平
常
心
是

道
」
と
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生
活
が
し
ば
し
ば
思
弁
の
対
象
と
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
白
居
易
の
「
独
善
」
や
「
閒
適
」
は
、
こ
う
し
た
禅
宗
の
思

想
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
「
閒
適
」
は
六
朝
期
の
「
自

適
」
と
は
異
な
り
、「
思
弁
」
・
「
崇
高
」
・
「
精
神
」
に
内
包
さ
れ
、
一
種
の
「
孤

高
」
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）
「
弁
薫
蕕
論
」
の
題
注
に
つ
い
て

第
二
部
第
一
章
で
は
、
都
良
香
「
弁
薫
蕕
論
」
の
一
文
「
于
時
余
弱
冠
入
学
。

人
皆
矜
伐
、
賢
愚
不
分
。
故
為
著
篇
。
」
が
題
注
（
自
注
）
と
み
な
さ
れ
、
そ

し
て
白
居
易
・
元
稹
の
自
注
、
さ
ら
に
王
褒
「
九
思
」
の
自
注
に
遡
る
（
一
二

三
頁
）
。
た
だ
し
、
こ
の
一
文
を
小
序
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

「
論
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
本
文
の
前
に
小
序
を
つ
け
る
例
は
『
文
選
』

に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
王
褒
「
四
子
講
徳
論
」
（
『
文
選
』
卷
五
一
）
で
は
、

本
文
前
に
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

褒
既
為
益
州
刺
史
王
襄
作
中
和
楽
職
宣
佈
之
詩
、
又
作
伝
、
名
曰
「
四
子

講
徳
」
、
以
明
其
意
焉
。

『
文
選
』
の
目
録
に
は
「
並
序
」
と
あ
り
、
こ
の
一
文
が
序
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
六
朝
末
か
ら
初
唐
に
か
け
て
、
盧
思
道
の
「
労
生
論
」
や
盧

蔵
用
の
「
析
滞
論
」
な
ど
、
本
文
の
前
に
作
者
自
身
に
よ
る
小
序
が
し
ば
し
ば

見
ら
れ
、
し
か
も
「
弁
薫
蕕
論
」
の
「
題
注
」
と
か
な
り
近
似
し
て
い
る
。
と

す
れ
ば
、
「
弁
薫
蕕
論
」
の
一
文
を
「
序
」
で
は
な
く
「
題
注
」
と
み
な
す
こ

と
に
つ
い
て
説
明
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

（
三
）
「
公
文
書
」
の
駢
散
傾
向
に
つ
い
て

本
書
に
お
い
て
、
「
公
文
書
」
の
言
い
方
が
散
見
さ
れ
、
平
安
朝
の
「
公
文

書
」
は
ほ
と
ん
ど
駢
文
で
書
か
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
二
六
一
頁
）
。

と
こ
ろ
が
、
中
国
文
学
に
お
い
て
は
、
た
と
え
駢
文
が
盛
ん
で
あ
っ
た
斉
梁

・
初
唐
期
で
あ
っ
て
も
、
全
て
の
「
公
文
書
」
が
駢
文
で
書
か
れ
た
わ
け
で
は

な
い
。
例
え
ば
、
皇
帝
へ
の
上
書
に
関
し
て
は
、
礼
儀
的
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど

が
駢
文
で
書
か
れ
た
一
方
、
具
体
的
な
事
項
を
論
ず
る
も
の
は
散
文
で
書
か
れ

た
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

（

五

）

こ
の
よ
う
な
違
い
を
考
慮
し
、
「
公
文
書
」
の
具
体
的
な
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い

て
の
説
明
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
平
安
朝
の
「
公
文
書
」
が
六
朝
・
唐
代
の
も

の
と
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
か
、
そ
し
て
そ
の
背
後
に
あ
る
理
由
に
つ
い

て
の
さ
ら
な
る
検
討
を
期
待
す
る
。

（
四
）
「
中
国
文
人
」
の
概
念
に
つ
い
て

本
書
に
お
け
る
平
安
朝
「
文
人
」
は
、
二
つ
の
条
件
で
定
義
さ
れ
る
。

ⅰ
大
学
寮
文
章
科
で
の
教
育
を
受
け
、
文
章
制
作
を
職
務
と
す
る
。

ⅱ
中
国
文
人
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
文
人
と
し
て
の
自
己
規
定
を
持
つ
。（
二

頁
）

ⅱ
の
「
中
国
文
人
」
に
つ
い
て
、
序
章
で
は
青
木
正
児
・
吉
川
幸
次
郎
・
村
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上
哲
見
・
中
嶋
隆
蔵
氏
の
研
究
を
引
用
し
、
「
文
人
」
の
条
件
と
し
て
①
「
経

学
を
中
核
と
す
る
漢
学
の
素
養
習
得
」
と
、
②
「
詩
文
創
作
の
重
視
」
と
い
う

二
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
三
頁
）
。
た
だ
し
、
別
の
箇
所
で
は
「
文
人
と
は

文
芸
に
堪
能
な
人
、
と
い
う
く
ら
い
の
意
味
を
持
つ
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
一
頁
）
。
本
書
で
は
条
件
②
の
も
と
で
展
開
し
て
い
る
が
、
条
件
①
を
ど
の

よ
う
に
位
置
付
け
、
そ
れ
が
平
安
朝
文
人
の
認
識
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る

の
か
に
つ
い
て
の
説
明
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
青
木
正
児
・
吉
川
幸
次
郎
・
村
上
哲
見
・
中
嶋
隆
蔵
氏
の
著
作
は
、

通
時
的
な
分
析
で
あ
る
た
め
、
使
用
し
た
「
文
人
」
の
概
念
も
通
時
的
の
も
の

で
あ
り
、
必
ず
し
も
六
朝
や
唐
代
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

ⅱ
「
中
国
文
人
を
モ
デ
ル
と
」
す
る
の
は
平
安
朝
文
人
で
あ
る
た
め
、
平
安
朝

文
人
の
「
中
国
文
人
」
に
対
す
る
認
識
は
、
お
そ
ら
く
後
世
の
研
究
者
と
は
異

な
り
、
主
に
六
朝
・
唐
代
の
概
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
朝
・
唐
代
に
お
け
る
「
文
人
」
の
用
例
を
確
認
す
れ
ば
、
ま
ず
広
義
と
狭

義
の
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
。
広
義
的
な
文
人
は
文
化
人
・
知
識
人
・
儒
学
者

な
ど
（
①
＋
②
）
を
指
し
、
狭
義
的
な
文
人
は
文
芸
に
堪
能
な
人
（
＝
②
）
を

指
す
。
た
だ
し
、
狭
義
的
な
文
人
に
つ
い
て
は
、
曹
丕
「
与
呉
質
書
」
に
「
観

古
今
文
人
、
類
不
護
細
行
、
鮮
能
以
名
節
自
立
」
、
柳
冕
「
謝
杜
相
公
論
房
杜

、
、

二
相
書
」
に
「
故
文
章
之
道
、
不
根
教
化
、
別
是
一
枝
耳
。
當
時
君
子
、
恥
為

文
人
」
と
あ
る
よ
う
に
、
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
多
い
。

、
、そ

れ
ゆ
え
、
古
代
中
国
の
文
学
者
は
、
狭
義
的
な
文
人
だ
と
自
認
す
る
の
は

お
そ
ら
く
ご
く
稀
で
あ
ろ
う
。
士
大
夫
・
官
僚
・
文
化
人
・
知
識
人
・
学
者
・

儒
学
者
な
ど
の
身
分
意
識
の
方
が
、
狭
義
的
な
「
文
人
」
よ
り
も
強
く
出
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
平
安
朝
の
人
々
は
、
六
朝
・
唐
代
に
お
け
る
「
文

人
」
、
さ
ら
に
狭
義
的
な
「
文
人
」
に
含
ま
れ
る
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
の
か
。
ま
た
、
「
中
国
文
人
を
モ
デ
ル
と
」
す
る

平
安
朝
文
人
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
物
を
モ
デ
ル
と
し
、
ど
の
よ
う
な

身
分
意
識
を
持
つ
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
を
期
待

す
る
。

《

注

》

（
一
）
宋
晗
『
平
安
朝
文
人
論
』
に
関
す
る
引
用
は
、
文
中
で
頁
数
を
記
す
。

（
二
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
川
合
康
三
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
盛
唐
期
の
代
表
的
な
文

学
者
は
ほ
と
ん
ど
詩
に
極
端
に
偏
っ
て
い
る
が
、
中
唐
の
文
人
に
な
る
と
、
散
文

の
創
作
が
増
え
、
詩
と
文
の
比
率
が
均
衡
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
「
中

国
に
お
け
る
詩
と
文
―
中
唐
を
中
心
に
―
」
『
終
南
山
の
変
容
―
中
唐
文
学
論
集
』

研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
、
七
三
～
七
四
頁
）
。
ま
た
、
呉
光
興
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、

「
‘
文
章
’
世
界
裏
，
長
期
被
貶
為
‘
筆
’
（
‘
文
筆
’
）
的
‘
古
文
’
起
而
与
長
期

受
尊
寵
的
詩
歌
争
奪
‘
文
章
’
‘
冠
名
権
’
（
也
可
以
称
為
争
奪
‘
文
章
首
席
’
）
的

戦
争
，
実
際
上
也
是
一
場
昿
日
持
久
的
文
学
価
値
観
的
較
量
。
」
と
い
う
（
「
論
唐

人
“
文
章
即
詩
歌
”
的
文
学
観
念
」
『
文
學
評
論
』
二
〇
一
四
年
第
六
期
、
七
三
～

七
四
頁
）
。

（
三
）
松
原
朗
「
送
別
と
留
別
―
初
唐
四
傑
に
よ
る
「
送
序
」
の
創
出
を
め
ぐ
っ
て
―
」

『
中
国
離
別
詩
の
成
立
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
一
四
八
頁
。

（
四
）
例
え
ば
中
唐
の
古
文
家
呂
温
が
「
道
州
刺
史
庁
後
記
」
で
「
所
以
為
之
記
者
、

豈
不
欲
述
道
理
、
列
賢
不
肖
以
訓
於
後
、
庶
中
人
以
上
得
化
其
心
焉
。
代
之
作
者
、

率
異
於
是
」
と
述
べ
る
。「
代
（
＝
世
）
之
作
者
」
を
批
判
す
る
こ
と
か
ら
、
記
（
庁

壁
記
）
は
当
時
古
文
家
以
外
の
作
者
に
も
広
く
作
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
五
）
六
朝
期
の
散
文
で
書
か
れ
た
上
書
に
つ
い
て
、
以
下
の
数
篇
（
か
っ
こ
内
は
駢

句
の
比
率
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
沈
約
の
「
答
詔
訪
古
楽
」（3

.
4
%

）
・
「
上
疏
論
選
挙
」

宋晗著『平安朝文人論』をめぐる書評シンポジウム報告－中国文学の視点から（金）
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（4
.
7
%

）
・
「
上
言
宜
校
勘
譜
籍
」
（6

.
4
%

）
、
任
昉
の
「
奏
弾
劉
整
」
（3

.
2
%

）
・
「
奏

弾
范
縝
」
（2

4
.
2
%

）
、
崔
融
の
「
請
停
読
時
令
表
」
（0

%

）
。


